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から季節の変化を意識してきた日本人！

　日本人は、古くから俳句や短歌に「季語」が使われていた様に､ 春・夏・
秋・冬という「四季」をずっと大切にしてきました。日本に暮らす私たち

は、普段から性別・年齢を問わず、季節の移り変わりを｢五感｣（視覚・聴

覚・臭覚・味覚・触覚）で感じています。それは「暑い」とか「寒い」と

いった身体で感じる感覚だけでなく、四季折々の情景や季節感を強く心で

感じる事にもなりますよね。色の好みは多種多様で、それに合わせるのは

簡単な事ではないですが、世代に関係なく一緒に大切にされてきた「四
季」を使えば、季節ごとに感じる(視覚)　色のイメージも似ていて、共感を

持って貰える色になるのではないでしょうか。性別を問わず、広い年齢層

の方からも親近感を持ってもらえる「色合い」になると思いませんか？

　色の好みは、年齢層や性別・生活環境によって人それぞれです。

それでは、年齢・性別を問わず誰からも好まれる「色合い」って、どんな色なのでしょう？！

　そこで今回は、「四季の色」をテーマにして、季節からくる「色」の イメージをみていきましょう！

昔昔昔

大切にされてきた四季は、モノクロだと視覚で感じることができません。
「色」は四季の変化を伝える重要な要素にもなります。

◆ 年代別にみた色の好み

◆性別でみた色の好み　　　男性　　　　　　　　　　　　女性

歳を重ねると

色のイメージ

　色の好みは性別によって異なり、また年齢を重ねるごとにそれぞれ変わっていきます。
男性も女性も加齢とともに好みの色が変わっていくようですが、一般的にベースとして男性は青系、
女性は赤系を好むのは一環しているようですよ。そこで年代別に色の好みを調べてみました！！

１０代

低年齢

大人

明るく色味の強い、鮮やか色。

色味を少し抑えたパステルカラー、

大人っぽく見える黒も好まれる。

年齢を重ねていくにつれ、個人差が広がり

ライフスタイル等から色の好みも多様化の傾向。

暗い色や灰みの色調が好まれる。

 寒色系や緑系、濃い色、暗い色を好む傾向。  デリケートな色味で明るい色や淡い色を好む傾向。

　

春春 夏夏 秋秋 冬冬
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夏夏
イメージ

夏

秋
山々が美しく
農作物が実る

季節

冬
雪が降り積もり
冷たい風の

季節

春
多くの草花が
色づく季節
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今回のテーマ：

「季節感の出し方に困ったら！」

　タイトルの背景に、連想した「緑」

もう１つの組合せとして「黄色」を他の

文字や、ポイント部分の背景に使ってみ

ました。

空いたスペースに、季節からイメージ

されるイラストをチョイスして・・・

共感される色の配色 (夏のイメージカ

ラー）になりますよ。

　「黄色」と「緑色」
で

　 色を変えてみよう！

◆ 例えば、毎月の情報誌を夏色にすると？

季節のもつイメージカラー(色色) の多くは、風景や植物から連想される事が多いです。今回は「夏」をテー

マにして、色をみていきましょう！

｢夏｣ から連想される色としては、空や海の青、青々とした空

に輝く太陽のもと、大きく咲く向日葵の花の黄色、太陽や暑さを

表現する赤やオレンジ色、夜空を彩る花火の色、があります。

夏の色には、原色に近い元気な色が適しています。

それでは、夏の季節のイメージからくる｢色｣を連想してみましょう！

ちなみに他の季節のイメージカラーは？

「季節の色を出すって難しい！」

夏イメージ
緑が深く生い茂る季節

海・太陽・花火

は、やってみましょう！ではでは、やってみましょう！

と頭から否定してしまわないで、・・・だったら、

イラストや写真から連想させて考えてみるとイイですよ♪

　《例》：「夏」といえば　・・・　うぅ～ん！！何？？

◆ ヒマワリ！ →「ヒマワリ」といえば 何色？→黄色！緑！
◆　海！　　　→「海」といえば何色？　　　 →水色！

　　　　　

この様に色をみつけるのは、

ちょっとした連想ゲームをしていくだけだ！と思えば、

意外と簡単で楽しくなってきませんか（笑）？

あなたが感じる、その季節の「色」を使ってみましょう！他の人が連想する季節のイメージカラーと一致する
でしょうか？色の感じ方は十人十色。カラーを使う事で「この人の夏のイメージはこの色なんだ～」といった
発見も出来るかもしれないですよ♪

菜の花や桜の花の色、
若葉の色など、淡い色調の
「パステルカラー」が最適。
爽やかで、柔らかい表現をイ
メージさせるカラー。

山々を彩る紅葉色、稲や穀
物の黄金色、農作物が熟し
た茶色など、深みがあって落
ち着きのある茶色系やベー
ジュ系の色が秋色カラー。

積もった雪や、冷たい風から
連想される白、寒さで凍る山
の樹木や湖など、冬の情景
から「静けさ」「幻想」など
を感じさせるカラー。

《イメージされる色》


